平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)第 (だい)９回 (かい)障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)　会議録 (かいぎろく)

日時 (にち じ)：平成 (へいせい)３１年 (ねん)　３月 (がつ)２０日 (にち)（水 (みず)）１３：３０～１５：３０
場所 (ば しょ)：三重県 (みえけん)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)福祉 (ふくし)センター (せんたー)大研修室 (だいけんしゅうしつ)
参加者 (さんか しゃ)：プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)４名 (めい)、見学４名 (めい)
事務局 (じむきょく)２名 (めい)

１　会議 (かいぎ)の内容 (ないよう)
（１）自己 (じこ)紹介 (しょうかい)
　見学 (けんがく)に来 (こ)られた方 (かた)と支援員 (しえんいん)お二人 (ふたり)が自己 (じこ)紹介 (しょうかい)しました。
（２）思 (おも)いの共有 (きょうゆう)
　当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)それぞれの「私 (わたし)の思 (おも)い」をメンバー (めんばー)の皆 (みんな)で共有 (きょうゆう)しました。
（３）今後 (こんご)の当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトについて
　今後 (こんご)の活動 (かつどう)について話 (はな)し合 (あ)いました。


	○出 (で)た意見 (いけん)

	（１）思 (おも)いの共有 (きょうゆう)
　・　2回目 (かいめ)の参加 (さんか)。1回目 (かいめ)に本気 (ほんき)で活動 (かつどう)しているということを感 (かん)じ、今回 (こんかい)も参加 (さんか)した。
　・　異業種 (いぎょうしゅ)交流会 (こうりゅうかい)に昨日 (きのう)参加 (さんか)した。楽 (たの)しいひとときだった。
　・　鳥羽 (とば)と伊勢 (いせ)にバス旅行 (りょこう)に行 (い)った。ヘルパーさんも一緒 (いっしょ)。身体 (しんたい)障 (しょう)がい者 (しゃ)と視覚 (しかく)障 (しょう)がい者 (しゃ)の団体 (だんたい)が主催 (しゅさい)している。
　・　亀山 (かめやま)にこれほど障 (しょう)がい者 (しゃ)の人 (ひと)がいることを初 (はじ)めて知 (し)った。
２０人 (にん)（車 (くるま)イス５台 (だい)）
　・　近鉄 (きんてつ)四日市 (よっかいち)に移動 (いどう)販売 (はんばい)のロバのパンがいて、食 (た)べた。おいしかった。
　・　姫路 (ひめじ)城 (じょう)マラソン、名古屋 (なごや)マラソンに参加 (さんか)。
　・　おかげ横丁 (よこちょう)でてこねずしを食 (た)べた。
　・　イギリスのある地域 (ちいき)では、学習 (がくしゅう)障 (しょう)がいや知的 (ちてき)障 (しょう)がいのある人 (ひと)同士 (どうし)では結婚 (けっこん)できないといった法律 (ほうりつ)があるといったことをテレビで見 (み)た。ソーシャルワーカーが判断 (はんだん)。
　・四日市市 (よっかいちし)で一人 (ひとり)暮 (ぐ)らし（昨年 (さくねん)春 (はる)から）。働 (はたら)くことが夢 (ゆめ)。プロジェクトメンバーになりたい。
　・　疲 (つか)れている。
　・　津 (つ)市議 (しぎ)が投票率 (とうひょうりつ)アップの為 (ため)に「母数 (ぼすう)から意思 (いし)決定 (けってい)できない人 (ひと)を外 (はず)す。」と言 (い)ったことに抗議 (こうぎ)してきた。
　・　津 (つ)競艇場 (きょうていじょう)で、日本 (にほん)財団 (ざいだん)から贈呈 (ぞうてい)されるＮ (えぬ)box (ぼっくす)（自動車 (じどうしゃ)）のお披露目式 (ひろめしき)をする。
（２）今後 (こんご)の当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトについて
[bookmark: _GoBack]　・　運営 (うんえい)委員会 (いいんかい)で出 (で)た意見 (いけん)
　　　　開催 (かいさい)回数 (かいすう)も減 (へ)り、活動 (かつどう)自体 (じたい)なくなるかもしれない。プロジェクトとして存続 (そんぞく)は未定 (みてい)。
　　　　地域 (ちいき)で各自 (かくじ)が協 (きょう)議会 (ぎかい)に参加 (さんか)するなど活動 (かつどう)の形 (かたち)を変 (か)え、県 (けん)と連携 (れんけい)していくこともできる。
　　　　運営 (うんえい)委員 (いいん)もプロジェクトメンバーに参加 (さんか)してほしい会議 (かいぎ)があるが、どう話 (はなし)を進 (すす)めていけばいいかわからない。
　　　　プロジェクトとして、「こうありたい。」というものを決 (き)めておかないといけない。
　・　伊賀圏域 (いがけんいき)主催 (しゅさい)の研修会 (けんしゅうかい)も、どこが費用 (ひよう)を持 (も)つのか、はっきりさせた方 (ほう)がいい。
　・　報告会 (ほうこくかい)ができなかったのが残念 (ざんねん)だった。
　・　みんなが本音 (ほんね)で話 (はな)し合 (あ)えばもっといい活動 (かつどう)ができると思 (おも)う。
　・　「自分 (じぶん)と違 (ちが)う障害 (しょうがい)を持 (も)つ方 (かた)との交流会 (こうりゅうかい)に参加 (さんか)したが、『自分 (じぶん)でよかったのかな。』と思 (おも)った。」という意見 (いけん)を聞 (き)いた。
　・　うまくサポートできなかった。
　・　「プロジェクトとして、何 (なに)がしたいのかをはっきりさせないといけない。」という意見 (いけん)を運営 (うんえい)委員会 (いいんかい)でもらった。
　・　活動 (かつどう)の軸 (じく)を決 (き)める。
　・　圏域 (けんいき)協 (きょう)議会 (ぎかい)の力 (ちから)を借 (か)りる必要 (ひつよう)がある。
　・　「当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト＝ピアサポートみえ」の活動 (かつどう)と勘 (かん)違 (ちが)いしている人 (ひと)がたくさんいる。
　・　所属 (しょぞく)が偏 (かたよ)っているのが問題 (もんだい)なのではなく、仕事 (しごと)や送迎 (そうげい)してくれる人 (ひと)がいなくて参加 (さんか)できない人 (ひと)がいる。
　・　施設 (しせつ)に入 (はい)っている人 (ひと)は、当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトの存在 (そんざい)そのものを知 (し)らない。地域 (ちいき)開催 (かいさい)は大切 (たいせつ)。
　・　自 (みずか)らが足 (あし)を運 (はこ)んで、プロジェクト活動 (かつどう)をＰＲ (ぴーあーる)していった。
　・　互 (たが)いの障害 (しょうがい)のことをもっと知 (し)る。（知 (し)ろうとする人 (ひと)もいれば、興味 (きょうみ)ない人 (ひと)もいる。）
　・　発展的 (はってんてき)解消 (かいしょう)を前提 (ぜんてい)とするなら、交流会 (こうりゅうかい)と地域 (ちいき)開催 (かいさい)は別 (べつ)に考 (かんが)えた方 (ほう)がいいのかもしれない。
　・　地域 (ちいき)で生活 (せいかつ)している自分 (じぶん)たちが話 (はなし)をすることが大切 (たいせつ)。抗議 (こうぎ)ではなく、対話 (たいわ)する。
　・　鈴鹿市 (すずかし)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)のように傍聴 (ぼうちょう)ができるところもある。非公開 (ひこうかい)のところもある。そこで話 (はなし)をしたり、チラシを配布 (はいふ)したりする。
　・　当事者 (とうじしゃ)の思 (おも)いと支援者 (しえんしゃ)の思 (おも)いを、対話 (たいわ)を通 (つう)じて相互 (そうご)理解 (りかい)する。そのための手段 (しゅだん)の一 (ひと)つとして、地域 (ちいき)開催 (かいさい)を実施 (じっし)する。
　・　自分 (じぶん)たちは何 (なに)ができるのか、地域 (ちいき)は何 (なに)を求 (もと)めているのかを共有 (きょうゆう)することができる。
　・　活動 (かつどう)ごとにリーダーを決 (き)めればいいのではないか。具体的 (ぐたいてき)な検討 (けんとう)はプロジェクトで行 (おこな)い、案内 (あんない)通知 (つうち)などは事務局 (じむきょく)が担当 (たんとう)する。
　・　自分 (じぶん)の居住地 (きょじゅうち)の協 (きょう)議会 (ぎかい)が傍聴 (ぼうちょう)可能 (かのう)なら、是非 (ぜひ)参加 (さんか)して勉強 (べんきょう)したい。
　・　活動 (かつどう)の蓄積 (ちくせき)はできたが、それを報告 (ほうこく)する場 (ば)がないので、まず各自 (かくじ)が協 (きょう)議会 (ぎかい)で情報 (じょうほう)収集 (しゅうしゅう)する。
　・　亀山市 (かめやまし)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)が開 (かい)催 (さい)しているのかわからない。⇒開催 (かいさい)している。
　・　地域 (ちいき)開催 (かいさい)については、協 (きょう)議会 (ぎかい)への参加 (さんか)が目標 (もくひょう)。まず、傍聴 (ぼうちょう)などで情報 (じょうほう)収集 (しゅうしゅう)する。
　・　交流会 (こうりゅうかい)については、年 (ねん)３～４回 (かい)開催 (かいさい)する。北部 (ほくぶ)、中部 (ちゅうぶ)、南部 (なんぶ)での開催 (かいさい)。
・　城山 (しろやま)特別 (とくべつ)支援 (しえん)学校 (がっこう)の評 (ひょう)議会 (ぎかい)委員 (いいん)をしている。校長 (こうちょう)に「当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト活動 (かつどう)」をＰＲ (ぴーあーる)してきた。中部 (ちゅうぶ)開催 (かいさい)にカウントするかどうか。
・　来年度 (らいねんど)早々 (そうそう)に事務局 (じむきょく)からプロジェクトへの参加 (さんか)について通知 (つうち)する。
・　活動 (かつどう)内容 (ないよう)についても、来年度 (らいねんど)初 (はじ)めに決 (き)める。



３．これからの内容 (ないよう)について
（１）これからのプロジェクト (ぷろじぇくと)の予定 (よてい)
○平成 (へいせい)３１年度 (ねんど)第 (だい)１回 (かい)プロジェクト (ぷろじぇくと)
・　次回 (じかい)（第 (だい)１回 (かい)）のプロジェクト (ぷろじぇくと)は、平成 (へいせい)３１年 (ねん)４月 (がつ)１９日 (にち)（金 (きん)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)からです。
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